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・本年度の研究目的 

 2 0 1 3年 か ら 2 0 1 5年 ま で の 観 測 に よ り 、 水 星 ナ ト リ ウ ム 大 気 の 季 節 変

動 は 、 太 陽 放 射 圧 に よ る 輸 送 ・ 蓄 積 過 程 を 考 慮 す る こ と に よ っ て あ る

程 度 説 明 で き る こ と が 示 さ れ た（ 図 1）。一 方 、単 純 な 輸 送・ 蓄 積 過 程

だ け で は 説 明 で き な い 変 動 成 分 も 存 在 す る 。 具 体 的 に は 、 夕 方 側 の ナ

ト リ ウ ム 大 気 密 度 が 、真 近 点 離 角 250度 程 度 付 近 で モ デ ル 計 算 と ず れ て

い る 。こ れ ら の 時 間 変 動 は 、あ る 水 星 年 に 特 有 の も の 、あ る い は 、毎 年

生 じ る も の で あ る か ど う か は 、 明 確 で は な い 。 本 年 度 の 観 測 に よ り こ

れ ら の 時 間 変 動 の 再 現 性 を 確 認 す る  

 

 

・ 研 究 方 法  

  ハ レ ア カ ラ 観 測 所 の 4 0c m望 遠 鏡 と 分 光 器 を 使 用 し 、 4 / 1 4 - 28 , 5 / 3 0

- 6/20, 8/4 -20, 9/27 - 30, 11/28,29, 12/15に ナ ト リ ウ ム 光 の 分 光 観

測 を 実 施 し た 。  

 

 

 

 

 

 

 

0 60 120 180 240 300 360
0

1

2
[10

11
]

 Apr 2013
 Jul 2013
 Aug 2013
 Nov 2013
 Mar 2014
 Oct 2014
 Nov 2014
 Feb 2015
 Mar 2015
 Jun 2015
 Jul 2015

True anomaly angle, degree

C
o

lu
m

n
 d

e
n

si
ty

, 
a
to

m
s/

c
m

2

0 60 120 180 240 300 360
0

1

2
[10

11
]

図 1 2013−2015 年の間に捉えられた水星夕方側のナトリウム大気密度の季節変動 



 

・ 研 究 結 果 、 考 察  

  観 測 結 果 を 、水 星 明 け 方 側 、夕 方 側 の 観 測 で 分 類 し 、そ れ ぞ れ 図 2、

図 ３ に 示 す 。2016年 に 実 施 し た 観 測 結 果 は 、 2013- 2015に 得 ら れ た 結 果

と 概 ね 一 致 し て い る 。特 に 、真 近 点 離 角 250度 付 近 で 、夕 方 側 に お い て

密 度 が 上 昇 す る と い う 結 果 も 再 現 さ れ た 。 本 年 度 は 特 に こ の 真 近 点 離

角 250度 付 近 の 密 度 上 昇 を 説 明 す る た め に 、水 星 の ク レ ー タ 密 度 分 布 と

の 関 係 を 調 べ る こ と に よ り 、 地 形 と の 相 関 の 有 無 を 確 認 し た 。 ク レ ー

タ 分 布 が 一 様 で は な い こ と が 分 か っ て お り 、 ク レ ー タ 数 が 多 い 領 域 と

少 な い 領 域 で は 表 面 に 存 在 す る ナ ト リ ウ ム の 量 が 異 な る 可 能 性 が あ る 。

し か し な が ら 、 ク レ ー タ 密 度 分 布 と ナ ト リ ウ ム 大 気 密 度 に は 相 関 が 見

ら れ な い こ と が 確 認 さ れ 、現 時 点 で は 250度 付 近 の 上 昇 の 原 因 は 分 か っ

て い な い 。  

 

図 2 明 け 方 側 の ナ ト リ ウ ム 大 気 密 度  

 
図 3 夕 方 側 の ナ ト リ ウ ム 大 気 密 度  

成 果 発 表  立 教 大 学 理 学 部 卒 業 論 文 2016年 度  

「 水 星 表 面 の 地 形 と ナ ト リ ウ ム 大 気 密 度 分 布 」 外 山 敏 生  


